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 米石油リグ稼動数は703基となり16週連続で増加。700基回復は2015年4月以来約2年ぶり。
 石油輸出国機構（OPEC）盟主のサウジアラビアは、減産延長により原油相場の押し上げを目論む。
 減産延長が合意されても、シェールオイル増産により原油価格の上値は限定的か。

米シェール企業の掘削動向を示す石油掘削装置（リグ）が増加しています。米石油サービス大手が発表
した5月5日時点の米石油リグ稼動数は703基となり、16週連続で増加となりました。700基回復は
2015年4月以来約2年ぶりです（図表1）。シェールオイルの増産は原油需給の悪化要因になるため、石
油輸出国機構（OPEC）が2016年11月末に原油減産で合意して以降の原油相場の上昇基調にも変化が現
れそうです。
米エネルギー情報局（ＥＩＡ）によると5月3日時点の米原油生産量は日量908万8,000バレルであり、
2016年7月1日時点の842万バレルを底に増加基調が継続しています。また5月5日時点の米原油在庫
（戦略備蓄除く）も高水準となっています（図表2）。エクソンモービルなどの石油メジャーも本格的に
シェール事業に取り組み始めたことや、トランプ大統領による石油ガス増産のための規制緩和なども
シェールオイル増産に拍車をかけています。
ＥＩＡは2018年10～12月期には米原油生産は日量1,012万バレルまで増えると予想していますが、こ
れは米国の増産分（日量約140万バレル増※）だけで昨年末に8年ぶりに合意したＯＰＥＣの減産分を帳
消しにする計算です。このような状況に、ＯＰＥＣの盟主であり、加盟国および非加盟国の減産合意を
主導したサウジアラビアは、今年12月まで減産の延長をすることで、原油相場の押し上げを図りたい意
向のようです。
今後の原油相場の動向は、期限を迎える６月末以降もＯＰＥＣが減産を延長出来るかどうかが焦点とな
りそうです。仮に加盟国やロシアなど非加盟の主要産油国の間で減産延長の合意が行われても、シェー
ルオイルの増産により上値は限定的になると見込まれます。

出所）図表1はブルームバーグ、ＥＩＡ、図表2はブルームバーグのデータを基にニッセイアセットマネジメントが作成
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図表2：生産回復により米原油在庫が積みあがりつつある
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図表1： 米石油リグ稼働数は700基を回復
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